
「プラごみゼロ」宣言を行ない、 

レジ袋廃止を目指す亀岡市 視察報告 

 「かめおかプラスチックごみゼロ宣言」をした京都府亀岡

市を 11月 6日～7日に視察しました。 

環境政策課の山内剛課長さんから伺った話で、市長の長

年の強い思いでできた施策だとわかりました。2005年、

観光資源である保津川がポイ捨てのレジ袋やペットボトルな

どであふれ始め、船頭さんたちが見かねて清掃活動を始め

たこと。それを市長が受け止め、市民 

が立ち上げた「NPOプロジェクト保 

津川」との協働で、2012年に海の 

ない亀岡市で「海ごみサミット」を開 

いたことなど、「宣言」につながる多 

くの活動がありました。今年 3月に 

は全国で初めて市内の小売店でのレ 

ジ袋の使用を禁止する条例が施行さ 

れます。市役所内のレストランでは、 

おしぼりや皿のラップなどがなく、 

市職員もエコバッグ使用であること 

をはじめ、さまざまな市民の協力を 

得るための行政の努力を伺いました。 

市民や事業者への説明を繰り返し、当初レジ袋廃止に抵抗

していた商店が協力しています。環境学習も進んでいます。

「2030年までに使い捨てプラスチックごみゼロのまちを

目指す」（宣言）ための市の戦略のユニークさ、視点の広さに

驚きました。 

 

        

 

                            

                                      

                       

              

                       

豊島WAKUWAKUネットワークの
栗林知絵子さん（中央）の学習会 

2020年 1月 27日発行 生活者ネットワーク 
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生活者ネットワーク活動報告 
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子
ど
も
の
貧
困
の
解
決
に
向
け
て

教
育
の
支
援
を
進
め
よ
う 

グレタ・トゥンベリさ

んら、若者たちが進めて

いるグローバル気候ス

トライキなどをきっか

けに、世界中の国や地域

が気候変動の危機に対

して非常事態宣言を発

表し、緊急対応の必要性

を発信しています。日本 

でも自治体や地域から行動を起こし、CO２の

削減と再生可能エネルギー拡大などの対策を

進めていくべきと、全国の自治体議員が 350

人以上集まって気候非常事態を宣言し、地域

で連携する活動が始まっています。11月 26日

に新宿で行なわれたアピールに参加し、地域

でできる取り組みを訴えました。 

 

は
リ
ユ
ー
ス
食
器
を
使
う
取
り
組

み
が
始
ま
っ
て
お
り
、
市
民
の
関
心

は
高
ま
っ
て
い
ま
す
。 

 

東
京
都
は
使
い
捨
て
の
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
削
減
に
率
先
し
て
取
り
組

む
た
め
「
都
庁
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
削
減

方
針
」
を
策
定
し
て
い
ま
す
。
府
中

市
で
も
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
ゼ
ロ

を
目
指
す
た
め
に
、
市
内
の
事
業
者

や
大
学
な
ど
と
連
携
し
て
積
極
的

に
進
め
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。 

 

柔
軟
仕
上
げ
剤
や

消
臭
除
菌
剤
の
香
料

に
よ
る
健
康
被
害
の

訴
え
が
相
次
ぎ
、
新

た
な
化
学
物
質
過
敏

症
と
し
て
問
題
に
な

っ
て
い
ま
す
。
子
ど

も
が
持
ち
帰
っ
た
給

食
着
の
臭
い
で
困
っ 

た
、
と
い
う
保
護
者
か
ら 

の
声
も
あ
り
、
市
に
対
応 

を
確
認
し
ま
し
た
。
市
と

し
て
は
こ
れ
ま
で
相
談
や 

訴
え
が
な
か
っ
た
の
で
特
に
啓
発

活
動
は
行
な
っ
て
い
な
い
と
の
こ

と
で
し
た
。 

 

柔
軟
仕
上
げ
剤
の
香
り
を
長
持

ち
さ
せ
る
「
マ
イ
ク
ロ
カ
プ
セ
ル
」

に
使
用
さ
れ
て
い
る
物
質
は
呼
吸

器
や
目
の
粘
膜
、
皮
膚
な
ど
に
影
響

を
与
え
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

洗
濯
に
使
っ
た
場
合
、
分
解
さ
れ
ず

に
下
水
か
ら
海
に
流
れ
、
マ
イ
ク
ロ

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
同
様
の
海
洋
汚

染
の
原
因
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。 

化
学
物
質
過
敏
症
は
一
度
発
症

し
て
し
ま
う
と
わ
ず
か
な
量
で
も

症
状
が
出
て
、
普
通
の
暮
ら
し
が
難

し
く
な
る
深
刻
な
病
気
で
す
。
市
内

の
学
校
で
は
報
告
は
な
い
と
の
こ

と
で
し
た
が
、「
香
り
」
は
、
個
人
の

好
み
の
問
題
と
さ
れ
が
ち
な
た
め
、

相
談
を
躊
躇
す
る
と
聞
き
ま
し
た
。

こ
の
問
題
を
広
く
周
知
し
て
、
相
談

し
や
す
い
環
境
を
作
る
こ
と
を
要

望
し
ま
し
た
。 

 

『香りの害』について 

広く啓発を！ 
 

プラスチック削減、 

市と市民、事業者との 

協働で積極的に 

進めよう！ 西の なお美 一般質問 

 

レ
ジ
袋
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど

の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
が
海
の
生

物
へ
悪
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と

や
、
砕
け
た
小
さ
な
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
は
海
の
生
物
か
ら
人
へ

と
連
鎖
し
、
有
害
物
質
が
取
り
込
ま

れ
る
な
ど
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
リ
サ
イ

ク
ル
率
が
高
い
と
は
い
え
、
日
本
で

は
多
く
は
焼
却
処
分
さ
れ 

排
出

に
つ
な
が
り
、
温
暖
化
に
よ
る
気
候

変
動
、
異
常
気
象
に
も
影
響
を
与
え

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
削
減
に
向
け
た
市
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。 

 

市
と
し
て
は
、
レ
ジ
袋
削
減
の
た

め
の
マ
イ
バ
ッ
ク
運
動
や
マ
イ
ボ

ト
ル
の
推
奨
な
ど
、
市
民
、
事
業
者
、

行
政
が
協
働
し
て
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、

環
境
ま
つ
り
や
府
中
マ
ル
シ
ェ
で

Co2 

気
候
非
常
事
態
・
共
同
宣
言
ア
ピ
ー
ル
に
参
加
し
ま
し
た 

 

ストップ気候危機！自治体議員による 
 

世田谷区では小学生向けの 
チラシも作っています 

保
津
川
の
清
掃
活
動 

http://nishino.seikatsusha.me/


１２
月
議
会
よ
り 

         市
民
ニ
ー
ズ
を
と
ら
え
た 

日
常
生
活
支
援
事
業
の
取
り
組
み
を 

 

い
ま
介
護
保
険
の
認
定
で
「
要
支
援
」
と

さ
れ
た
方
は
、
国
の
給
付
で
は
な
く
、
市

の
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

（
総
合
事
業
）
に
移
行
し
て
い
ま
す
。「
軽

度
」
と
は
い
え
介
護
が
必
要
な
方
へ
の
生

活
支
援
の
あ
り
方
が
市
に
問
わ
れ
て
お
り
、

総
合
事
業
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
質
問
し

ま
し
た
。 

               

な
か
で
も
住
民
主
体
に
よ
る
支
援
（
サ

ー
ビ
ス
Ｂ
）
と
移
動
支
援
（
サ
ー
ビ
ス
Ｄ
） 

を
府
中
市
が
実
施
し
て
い
な
い
理
由
を
き

い
た
と
こ
ろ
「
実
施
し
て
い
る
自
治
体
が

少
な
く
、
効
果
や
課
題
を
見
定
め
る
こ
と

が
難
し
い
」
と
の
こ
と
で
し
た
。
八
王
子

市
で
は
昨
年
４
月
よ
り
住
民
相
互
の
支
え

あ
い
の
活
動
を
行
な
う
市
民
団
体
に
市
が

補
助
金
を
出
し
て
お
り
、
取
り
組
む
団
体

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。 

府
中
市
で
は
住
民
主
体
の
支
え
あ
い
の

活
動
を
「
わ
が
ま
ち
支
え
あ
い
協
議
会
」

や
自
治
会
、
市
民
団
体
、
N

P

O
が
行
な

っ
て
い
ま
す
が
、
市
が
福
祉
政
策
と
し
て

困
り
ご
と
の
相
談
窓
口
で
あ
る
「
生
活
支

援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
を
充
実
さ
せ
、

団
体
と
の
連
携
を
進
め
、
市
民
ニ
ー
ズ
へ

の
対
応
と
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
む
べ

き
で
す
。
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
調
査

か
ら
も
ニ
ー
ズ
が
見
え
て
く
る
生
活
支
援

「
サ
ー
ビ
ス
B
」
を
府
中
市
で
も
取
り
組

む
こ
と
を
要
望
し
ま
し
た
。 

               

「市
営
駐
車
場
条
例
」の
改
正
案
に 

反
対
し
ま
し
た
。 

府
中
駅
南
口
市
営
駐
車
場
（
旧
伊
勢
丹

の
地
下
等
）
の
一
時
利
用
料
金
の
上
限
額

の
値
上
げ
と
定
期
利
用
制
度
の
新
設
が
提

案
さ
れ
ま
し
た
。 

 

若
者
の
車
離
れ
な
ど
駐
車
場
の
経
営
に

と
っ
て
厳
し
い
社
会
状
況
の
中
、
２
０
１

８
年
に
完
成
し
た
ル
・
シ
ー
ニ
ュ
の
地
下

駐
車
場
を
市
が
公
費
６
億
円
で
購
入
し
た

際
に
は
「
中
心
市
街
地
の
に
ぎ
わ
い
や
活

力
創
出
の
た
め
に
必
要
」
と
説
明
し
て
い

ま
し
た
。
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
購
入

に
反
対
し
ま
し
た
。 

 

伊
勢
丹
府
中
店
の
閉
店
に
よ
り
、
駐
車

場
の
利
用
は
大
き
く
減
少
し
て
お
り
、
公

費
を
投
入
し
た
こ
と
の
意
味
が
問
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
条
例
改
正
が
に
ぎ
わ
い
や

活
力
創
出
に
つ
な
が
る
と
は
考
え
ら
れ
ず
、

生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
こ
の
条
例
改
正

に
反
対
し
ま
し
た
。 

               

             

「高齢期の暮らしと介護についての 

アンケート」調査より 
「買い物や掃除、通院・外出時の移動」など日常生

活の不安が多く、必要な支援として、「気軽に相談出

来る場、集いの場、 

軽作業の手助け」が 

多くありました。 

台
風
19
号
の
経
験
を
も
と
に 

防
災
に
つ
い
て
の 

要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た 

 

台
風
19
号
が
接
近
し
た
昨
年
10
月
12

日
、
府
中
市
の
３
分
の
１
に
あ
た
る
エ
リ

ア
の
約
9
万
5
千
人
に
避
難
勧
告
が
出

さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
避
難
所
ま
で
遠

い
、
車
が
な
い
、
ペ
ッ
ト
を
連
れ
て
行
け
な

い
な
ど
様
々
な
理
由
で
避
難
を
諦
め
、
不

安
な
夜
を
自
宅
で
過
ご
し
た
、
と
い
う
声

が
多
数
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
も
っ
と
も
多

か
っ
た
の
は
、
水
害
を
想
定
し
た
高
い
建

物
の
避
難
所
が
ハ
ケ
下
の
地
域
に
必
要
だ

と
い
う
意
見
で
し
た
。
地
震
を
想
定
し
て

作
ら
れ
た
こ
れ
ま
で
の
防
災
計
画
を
見
直

す
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

実
体
験
か
ら
の 

市
民
の
声
を
受
け 

止
め
、
今
後
の
防 

災
計
画
に
生
か
し 

て
ほ
し
い
と
市
長 

に
要
望
書
を
提
出 

し
ま
し
た
。 

 

府中市 特別支援教育 推進計画  

第3次推進計画 

策定中… 

 

 

計画の目的や基本理念は「共生社会の

実現」としています。しかし具体的に示さ

れている府中市の「特別支援教育」の方向

性は、障害のある子どもが障害のない子

どもと共に教育を受けるという理念の実

現を目指しているとはいえず、分離や別

学が前提となっています。「合理的配慮支

援員」も「個に応じた指導」のためであり、

共に学ぶための「社会的障壁を除去する」

（＝合理的配慮）ことにあるとは読み取

れません。地域の学校で共に学ぶことを

目指す取組みを進めるべきです。 

 

高齢期の暮らし支援フォーラム 

「お片付け事業」をやってみたら、 

一人暮らし高齢者の「困った」が見えてきた！ 

2月 11日（火・祝）13：30～16:00府中市市民活動センター 

プラッツ第 5会議室  定員 40名（先着）  参加費無料 

共働事業所「よって屋」の事例報告・居住支援・成年後見制度・生活支援などの 

報告、意見交換など。ぜひご参加ください。 

奥村 さち子 一般質問 

地域にほしい 
仕組み 

回答年代の割合 

暮らしの中 
での不安 

わくわくまちづくりトーク 

議会報告とまちづくりについての 

意見交換の会です。 

どなたでもお気軽にご参加ください。 

１月３１日 （金）１９時～２１時 

ルミエール府中 第２会議室 

 

80・90代 

70代 

60代 

30～50代 

0％ 40％ 80％ 

80・90代 

70代 

60代 

30～50代 

0％ 40％ 80％ 

30～ 
50代 

60代 
70代 

80・ 
90代 

買い物 
食事作り 

掃除 
通院 

身体的介護 

独り暮らし 

移動

 
 買い物 

相談先 

気軽な相談 

介護者の会 
移動支援 集う場 

簡単な作業手助け 訪問相談 

特になし 


